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　道総研は平成22年度に道立試験場を統合し発足し

て以降、北海道が 5年ごとに定める中期目標を達成

するための研究計画に基づき様々な調査・研究を進

めてまいりました。このたび水産研究本部では、令

和 2年度から 5か年の推進方向として、本道水産業

をとりまく情勢の変化に的確に対応すべく「第 3期

中期研究計画」を策定しました。

　本道ではホタテガイ、サケ、コンブをはじめ、サ

ンマやスルメイカ、ケガニといった主要資源で減産

が進む一方、マイワシ、ニシン、ブリなど来遊量が

急増している資源や、ホッケ、スケトウダラなど資

源管理によって回復が進む資源もあり、周辺水域の

資源状況は大きく変化しています。また、安全で高

品質な本道水産物の安定供給への期待は国内外でま

すます高まっており、サケ・マス類や地域特産資源

の養殖にチャレンジする事業者も増えてきました。

　国は、資源管理や養殖を推進し水産業の成長産業

化を目指す「水産政策の改革」を進めており、我が

国の水産業は大きな変革の時を迎えています。道総

研第 3期は水産研究の現場においても激動の 5年と

なることが見込まれます。

　このような情勢をふまえ、主要水産物の生産回復

と安定化、持続的な資源利用を実現する管理技術の

開発、地域水産業の振興と競争力の強化を主眼とし

て、 8つの研究推進項目を設定しました（右図）。

道総研は各産業分野で培った科学技術力を結集し、

浜とともに、行政、大学、関連企業と連携して本道

水産業の振興に力強く貢献してまいります。 （星野 昇　水産研究本部企画調整部）
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図　第 3期中期研究計画における研究推進項目


